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単層グラフェン FETバイオセンサは、構成する全ての原子が表面と接しているため、表面の電

荷変化に対し、鋭敏に応答することが期待される。さらに、単層グラフェンの CVD合成により、

機械剥離グラフェンでは困難であったグラフェン FET (G-FET) アレイの作製が可能となった[1]。

しかし、グラフェン FETはプロセス過程で容易に剥離・汚染が生じるため、均質な特性を担保し

つつ量産することは難しい。これまで我々はグラフェン FET バイオセンサの社会実装を目指し、

様々な取り組みを進めてきた[1]-[5]。例えば、深層学習を用いて G-FET の光学顕微鏡画像をグラ

フェン・電極・基板・汚れに分類し、良品・不良品を大規模かつ高速に鑑別するスクリーニング

方法を確立した[4]。また、グラフェンと基板の界面を制御し、溶液中で安定に動作するグラフェ

ン FET バイオセンサの構造を見出した[5]。さらに、実使用時に課題となる FET 特性のドリフト

をハード的/ソフト的に抑制/校正する方法に関しても報告している[1,3]。これらの技術は、社会実

装に向けた重要な技術として考えられる。本講演では、我々の最近の取り組みについて報告する。 
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